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移
民
と
労
働

今回の特集では「移民と労働」というテーマを取り上げる。
移民は、経済への貢献、文化の交流と相互の刺激というポジティ

ヴな面をもつ。他方で、近年、特に欧米諸国で強烈な反発を生んで
おり、その受け入れのあり方は、政治の一大対立軸となって、政党
再編や政党支持の再編までもたらす状況にある。
日本は長く移民に対して国を閉ざしてきた印象が強い国であっ
た。しかし、2023年6月末の在留外国人数は322万人を超えて
いる。そのうち、技能実習が36万人弱、技術・人文知識・国際業務
で35万人弱の外国人を受け入れている。日本は、国際貢献という
表の看板の裏で、実際には労働力としての外国人を必要としてい
る。こうした悪しき「本音と建前」を使い分ける姿勢も転換しつつあ
るが、日本には移民を受け入れる包括的政策がない。何より、日本
国内に「外国人」を受け入れるに際しての心づもりと合意が十分
にあるようには思われない。多くの移民は労働の現場に流れ込む

一方で、基本的な権利について適切に保護されている
のか強い懸念がある。移民として来る人びとには家族が
いたり、できたりするかもしれしれない。そうした人びと
の必要とする医療や住宅、教育、そして社会への包摂と、
十分に考慮されていない課題が山積している。
この特集では、外国人技能実習制度の見直し問題、日
本における建設現場の実態、農業部門における技能実
習生の状況、日本における定住移民の先行事例（「オール
ドカマー移民」）である在日コリアンと日本の産業構造に
ついて、現状を紹介することとし、実情をよく知る気鋭の
研究者の方々にご寄稿頂くことができた。御礼を申し上
げたい。
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